
頭 の 考 証 ( 下 ) 

  (1 帖 ) 

で   

に 々 い 

司 、 し りこ " れ がに然の令 " よ し長制 頭 " 
と 寮 " 憤 ら 文 る " 官 の 火 

  

役 前 も の 手上役 に と の び 四 
  

は い は ュ 

  

  

  

長 男 、 の の 矢 坪 が 上 ふ 制 
官 役 や で で 、 が あ そ れ に 
は に ム は な 督 因 る の て 於 
普 関 そ な い 、 別 の や 置 け 
連 係 れ い と 顕 さ で ぅ く る 
ほ の が か し 、 れ ば に 私 案 
は あ 顕 と て 守 て な 名 要 の 

特 も や れ 多   
  

場 的 あ 今上 首 で れふ 呼 
合 性 る そ 丁 と 去 る 以 ん れのい 。 ら階ふば へ節外 もに だの 

と 強 の 級 や 悉 あ   と 

一 な う く る 格 

であ 字を っは様ミ にす 々」 

  

由 い 

用 る つ に の と を も 
の 

で 
ゐ   あ 
る 味 し 宛 通 る 

す い て の 
る 

正 る や ら 呼 るも 力   
親 い う ね び の 

と ね て 者 サま 正 
    

ま 出 ゐ で 無   

小
野
 
祖
教
 

頭
の
考
証
 ミ
 

 
 



 
 

 
 

正
 
、
園
池
 

正
 、
諸
陵
王
、
 

 
 

 
 

、
織
部
 

正
 
、
隼
人
 

工
 
、
 

 
 

 
 

ま
で
は
 

従
 六
位
上
、
主
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頭
 
、
玄
蕃
頭
、
主
計
 

 
 

 
 

、
陰
陽
頭
、
主
殿
頭
、
 

 
 

 
 

 
 

と
い
ふ
 

、
い
は
ば
 

登
竜
門
に
あ
る
役
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
は
比
較
に
な
ら
な
 

 
 

 
 

に
あ
り
、
そ
の
母
屋
は
 

 
 

あ
る
所
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

司
 と
変
う
な
い
性
格
 

の
役
所
で
あ
る
。
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頭 の 考 証 ( 下 ) 

 
 

 
 

に
 原
形
が
出
来
て
 
居
 
Ⅵ
 

 
 

 
 

の
で
あ
ら
う
が
、
一
般
 3
 

 
 

無
稽
で
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
 

五
 、
仏
教
と
種
々
の
 頭
 

 
 

 
 

も
の
を
抱
へ
て
居
る
 点
 

 
 

 
 

て
ゐ
る
そ
う
に
思
は
れ
 

る
 。
 

 
 

 
 

事
 に
関
連
し
て
用
ひ
 

 
 

 
 

証
明
出
来
な
い
の
に
、
 

 
 

 
 

ソ
ス
 は
、
次
節
で
取
扱
 

以
上
の
そ
う
に
見
て
来
る
 

ぬ
 る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

極
端
な
考
へ
方
は
許
さ
れ
 

て
ゐ
た
こ
と
二
関
聯
し
て
 考
 

れ
な
い
。
 頓
 と
い
ふ
言
葉
の
 

意
味
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
か
っ
 

私
は
寮
の
特
色
は
 、
例
へ
 

暦
生
、
天
文
生
、
守
 辰
が
居
 

 
 

 
 

り
 、
雅
楽
寮
に
は
、
歌
師
、
構
 師
 僻
土
、
 笛
師
 笛
生
、
 

 
 

 
 

た
の
で
は
な
い
か
。
 

 
 

は
 技
術
的
な
職
務
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
選
ば
れ
て
 

、
法
顕
と
い
ふ
そ
う
な
称
呼
が
一
般
的
に
用
ひ
ら
れ
 

念
 と
非
常
に
懸
離
れ
た
 使
ひ
 方
で
あ
っ
た
と
は
思
は
 

も
 、
非
常
に
高
い
身
分
を
連
想
さ
せ
る
程
の
尊
敬
の
 

、
造
畢
手
が
居
り
、
陰
陽
寮
に
は
陰
陽
師
、
陰
陽
 生
 、
 

笛
工
 、
唐
楽
師
、
楽
生
、
高
麗
楽
師
楽
生
、
百
済
楽
 



に
 感
じ
ら
れ
て
ゐ
る
 程
純
 日
本
的
な
も
の
で
ほ
な
い
。
 

 
 

 
 

の
で
は
な
い
か
と
 思
 

は
れ
る
節
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

0
 名
で
あ
る
の
だ
 

 
 

 
 

営
 面
を
担
当
し
て
 ゐ
 

 
 

 
 

つ
が
 Ⅰ
神
社
の
神
職
に
 

 
 

 
 

し
て
ゐ
る
そ
う
で
あ
 

 
 

 
 

来
の
役
割
と
を
考
へ
る
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

を
 感
ず
る
け
れ
ど
 

 
 

 
 

鎌
倉
時
代
に
輸
入
さ
れ
 

 
 

沢
山
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

、
延
寿
、
堂
頭
、
浄
 

 
 

 
 

に
 、
 湯
頭
 、
番
頭
、
米
 

 
 

 
 

、
禅
林
家
親
筆
等
に
 
ょ
 

る
 事
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
 じ
 

 
 

 
 

は
、
 令
に
見
ら
れ
た
 

 
 

 
 

ゐ
て
、
 全
く
前
代
と
の
 

連
り
を
も
っ
て
ゐ
な
い
も
の
で
も
な
い
や
 ぅ
 で
あ
る
。
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頭 の 考 証 ( 下 ) 

 
 

番
頭
、
米
 頭
 、
表
顕
、
麻
 頭
 、
 穀
頭
 、
火
頭
、
柴
 頭
 、
 炉
頭
、
鈍
頭
、
及
び
 

 
 

偉
観
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

が
 殆
ど
明
瞭
な
の
だ
 

 
 

、
生
活
に
関
係
あ
る
仕
事
に
携
は
っ
て
ゐ
る
。
 

 
 

の
 担
当
責
任
者
を
さ
し
て
み
る
と
見
て
よ
い
。
 

 
 

 
 

ふ
 も
の
が
あ
る
。
 
同
 

 
 

）
 材
卜
 

次
郎
貫
主
数
頭
 

又
 御

供
添
の
次
郎
貫
主
御
供
 添
 の
教
頭
 

 
 

取
扱
 ふ
 役
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

も
っ
て
 ぬ
 た
天
台
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
上
に
用
ひ
ら
れ
た
 次
 

 
 

 
 

さ
し
て
 ぬ
 る
の
で
あ
ら
 

う
か
と
思
は
れ
る
。
 

 
 

 
 

ぬ
 る
。
 

 
 

年
 二
月
十
五
日
）
に
 

掻
頭
 

5  (1 ㏄ ) 



六
 、
季
の
御
読
経
と
頭
人
 

 
 

 
 

差
 当
っ
て
得
ら
れ
 

 
 

事
 が
先
決
で
あ
る
。
太
平
記
に
 

多
聞
 院
 
五
十
三
文
 

講
頭
 

観
 教
坊
五
十
二
支
 

 
 

 
 

め
 る
。
 

 
 

 
 

的
な
仕
事
に
当
 つ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 近
い
も
の
な
の
 

あ
ら
う
。
 

 
 

 
 

考
え
る
事
は
出
来
 

 
 

 
 

も
、
 頭
と
い
ふ
名
が
 

ひ
ら
れ
る
場
合
が
少
く
な
い
事
を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
。
 

 
 

 
 

係
員
、
役
の
人
と
 

 
 

 
 

た
の
で
あ
ら
う
が
、
 

 
 

 
 

ひ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
 

で
あ
ら
う
。
 

ナ、 0 合 い 円 な で ナ， ヒ 
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頭 の 考 証 ( 下 ) 

と事 見の 「 有タ メテ此レ柄宛 " 彼ソ " 副官 各局 雙 フ床テ ナノ " 通所大二会 誉 領巾。 家 

リ 。 某千 " " 
も、 仏 1 く輯 二星 袈 

皮 名神 計 方相 ノ 
少 シテ 民 
で 

る 

  
  (Ill) 



 
 

 
 

ら
 豪
華
な
遊
戯
に
ふ
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
っ
て
、
王
朝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
類
聚
国
史
に
 、
嵯
 

 
 

 
 

僧
都
大
志
 が
手
 づ
か
ら
 

 
 

 
 

大
師
が
 唐
 よ
り
将
来
し
 

 
 

は
い
へ
な
い
。
 

 
 

 
 

経
は
大
般
若
 会
 で
、
 

 
 

 
 

和
 天
皇
の
貞
観
四
年
、
 

 
 

 
 

て
 行
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

僧
 一
同
に
茶
を
賜
 は
 

6
 式
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

源
が
 聖
武
天
皇
の
百
 

 
 

 
 

、
 恐
ら
く
、
嵯
峨
天
皇
 

の
 弘
仁
の
茶
の
植
栽
以
後
の
事
で
あ
る
だ
ら
 ぅ
 。
 

 
 

 
 

の
は
、
季
の
御
読
経
 

 
 

 
 

身
を
か
ざ
り
、
四
玉
 頭
 

 
 

 
 

は
 、
衆
僧
の
威
儀
を
真
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頭 の 考 証 ( 下 )  
 

 
 

一
十
余
人
の
頭
人
の
運
ぶ
 

 
 

 
 

の
ば
か
り
で
あ
る
。
 
太
 

 
 

 
 

、
 玉
を
淵
に
沈
め
た
る
 

 
 

 
 

試
 し
て
の
嘆
き
で
あ
る
 

に
ち
が
ひ
な
い
。
 

 
 

 
 

会
 そ
の
他
の
法
会
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

へ
て
ゆ
く
事
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

阿
蘇
文
書
に
、
神
事
 

 
 

 
 

な
く
、
も
と
は
、
法
会
 

 
 

 
 

の
 意
味
で
は
役
人
で
あ
 

 
 

 
 

と
い
ふ
そ
う
な
も
の
と
 

 
 

も
う
 。
 

 
 

 
 

を
 分
担
す
る
義
務
を
 

 
 

 
 

嬰
 が
あ
る
。
そ
れ
は
 又
 

 
 

 
 

箸
 で
あ
る
。
 

  / Ⅰ 13 Ⅰ 



 
 

 
 

、
神
役
と
い
ふ
 や
ぅ
 

 
 

 
 

考
へ
る
べ
き
も
の
で
も
 

 
 

 
 

も
の
と
の
関
連
に
 於
い
 

 
 

 
 

、
 凡
そ
以
上
の
諸
 側
 か
 

ら
見
て
疑
 ふ
 余
地
は
な
い
。
 

 
 

 
 

は
み
な
い
と
い
ふ
 事
 

 
 

 
 

し
て
、
供
養
す
る
際
の
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
れ
る
。
神
事
の
供
 

 
 

 
 

改
め
て
取
扱
っ
て
見
た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
。
こ
れ
は
正
月
 

 
 

 
 

行
事
は
平
安
の
初
期
に
 

 
 

 
 

め
て
 ぬ
 た
。
石
清
水
仕
 

 
 

 
 

上
 に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

取
扱
 ふ
 べ
き
問
題
で
 

  

セ
 
Ⅰ
む
す
び
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頭 の 考 証 ( 下 ) 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勿
論
十
分
に
は
明
ら
か
 

 
 

 
 

し
て
、
不
明
で
あ
っ
た
 

 
 

一
一
四
、
一
一
、
一
一
）
 



汝   

とォ J; 塞、 ヲ 。 但毯 ; 佳幸 鷲 

に ソ グ なくは 忠行、 抵 にすはっ 討と 二 l 一は 想 

  

ては お 、 態て的て題 のいに キ に少は） 。 想四ソ ド 

9 " 景 後抵い神ス 根 なはりつく いと時十 " はに お 
如 に に 。 に ト て も 代 入 い 

世紀 し、 な考 考察 の間 離れ の未 

  

世 乗仏 五 学」 神とな語 に支 と 、 思 、 るば ら十 
か け る 自 なく、 互い （ て の差 の構 力 p こ 、 

  
  
  心 に 仏 、 た ・ た 

  玉 

の あ 大 差 景 主 る 

に ろ 乗 遠 に 義   城 

康 

  

四 

且口 

ぅ し 、 で 交 で ン   し て 他面 渉 あ グ 

如
来
蔵
思
想
の
 

対
 シ

ェ
 

昭
 

リ
ン
グ
 哲
 

さ
る
 
べ
 

  

学
に
 

き
 
も
の
 

(116) 12 



如来 蔵 思想のシェリソバ 哲学に対照さるべ き もの 

た 六 一 が に シ げ シ 部 問 題 て 教 か 

 
 

し
て
み
よ
う
。
 

 
 

 
 

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
 

 
 

 
 

い
ろ
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

 
 

、
貧
家
の
珍
宝
、
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
 

（
 
く
 
Ⅰ
）
 

 
 

の
 如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

払
 出
世
、
 
若
 不
出
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

れ
る
。
既
成
宗
教
の
 

 
 

 
 

ぇ
 る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
 

 
 

 
 

、
両
者
は
同
一
の
 間
 

 
 

 
 

に
つ
い
て
、
同
一
の
 

 
 

 
 

或
は
ま
た
 未
 展
開
の
 

 
 

 
 

想
 の
一
典
型
で
あ
る
 

 
 

 
 

て
 如
来
蔵
思
想
に
お
 

 
 

 
 

が
 知
ら
れ
る
。
ま
た
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
教
義
の
事
実
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

一
 一
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あ
り
、
如
来
が
世
に
 

 
 

 
 

し
れ
を
、
前
に
あ
げ
た
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
所
の
 、
な
 

 
 

 
 

で
あ
る
、
と
い
う
 性
 

を
 与
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

盤
 経
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

プ
リ
・
 

せ
ゅ
 
Ⅰ
ら
と
の
対
比
 

 
 

 
 

、
 是
 攻
衆
生
不
。
 
能
 。
 

ハ
 
8
 ）
 

 
 

真
金
蔵
者
 即
 仏
性
 也
 」
 

云
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
遍
満
し
 

 
 

 
 

モ
 。
手
目
 舌
 ）
安
穏
 

 
 

 
 

定
 し
て
い
る
。
つ
ま
 

 
 

 
 

て
 、
無
分
別
宮
田
 r
 ラ
 

 
 

 
 

、
如
来
蔵
は
 、
い
 わ
 

 
 

 
 

荻
恭
而
族
 

（
笘
で
Ⅱ
 

p
 と
ネ
Ⅰ
 

昌
 （
の
）
 

 
 

い
か
な
る
学
派
の
も
の
に
属
す
る
か
明
か
で
な
い
が
、
 外
道
の
我
論
に
対
す
 

な ば 守 り 宜 て に と 格 に 九 山 下 

  

 
 

 
 

性
 が
存
し
、
そ
れ
は
㎜
（
 

 
 

 
 

世
 、
一
切
衆
生
如
来
文
蔵
、
常
住
不
変
」
（
 
6
 ）
 



 
 

思
想
 

蔵
 

来
 

女
 

  

シ，リソク   哲学に対照さるべ き もの 

。 一 @l?l@ 忠 
さ 識 

ら 論 
に 的 
甥 に 
伽 超 
経 越 
に 的 
っ で 

ぃ あ 
て る 
校 註 
索 り 

し で 
て な 

み る、 く 

と 存 
、 在 

ア 的 
ラ v= 
ヤ も 
謝 ま 

と た 
如 対 
来 象 
蔵 ィヒ 

と し 
は 得 
同 な 
一 い 

な も 

  
と ォ巴 

し 捉 
て し 
捕 縛 
え な 
ち い 
れ も 

て の 
お と 
り （ し 

、 ピて   
    ア ト 

の さ 
よ れ 
ぅ て 
な い 
攻口 る 来 
15  人ヱ 19 Ⅰ 

（
は
）
 

 
 

 
 

す
る
と
、
如
来
蔵
は
 、
 

 
 

 
 

・
 
づ
 舛
田
・
 
0
 
プ
 0
 の
・
 

ガ
ぢ
ぁ
田
デ
 

（
 
乾
 ）
 

 
 

 
 

仁
ま
 ，
 
㏄
 
田
か
 ・
 
づ
 0
 ）
 、
 
出 
世 

 
 

 
 

6
 所
で
は
な
く
、
 
思
 

 
 

 
 

の
と
し
て
存
在
的
に
内
 

 
 

 
 

な
も
の
と
し
て
示
さ
れ
 

（
Ⅱ
）
 

の
 で
せ
 つ
 
倖
 ・
 
つ
り
日
ゅ
 ・
 
ず
 的
の
由
 
巴
 ）
 

と
 云
わ
れ
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
、
 

 
 

る
こ
と
は
、
 

 
 

と
が
で
き
ず
 

 
 

了
得
し
 

 
 

・
内
の
ケ
ア
 

 
 

 
 

界
 、
非
，
一
切
声
聞
 

縁
覚
 所
サ
知
 
、
如
来
蔵
 
如
 説
，
堅
調
義
 
ロ
 
（
 
0
 ）
 

 
 

 
 

と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
 

 
 

 
 

く
と
も
こ
れ
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

あ
る
か
ら
、
存
在
的
に
 

 
 

る
で
あ
ろ
う
。
 

つ
ぎ
に
 隣
 里
経
に
は
、
 



臓
 
篠
 
、
 

（
 
巧
 
）
 

 
 

 
 

ヱ
 
・
 
F
p
q
 

（
ど
で
あ
る
」
 

と
 
云
わ
れ
て
い
る
。
 

勝
挺
 

経
に
も
、
 

 
 

 
 

」
 
帝
 

 
 

 
 

ぅ
 
明
瞭
に
、
如
来
蔵
は
 

 
 

 
 

体
主
 

無
 
あ
 
生
 

o
 
許
 
@
 
 

 
 
ガ
 
ッ
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如来 蔵 思想のシェリンバ 哲学に対照さるべ き もの 

（
 
幼
ご
 

 
 

 
 

を
 照
合
す
る
と
、
無
生
 

 
 

 
 

あ
ろ
う
。
そ
し
て
如
来
 

-
 
め
 ）
 

 
 

 
 

は
 無
生
の
心
よ
り
外
に
 

 
 

 
 

0
 
 
せ
ゅ
か
 
・
 
倖
曲
的
 
・
で
 
燵
マ
幅
体
の
 

㏄
の
・
 

（
 
担
 ）
 

 
 

 
 

寂
 不
動
、
無
生
左
心
で
あ
 

 
 

外
 な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

生
滅
愚
知
 相
 、
隠
。
 

 
 

 
 

蔵
は
生
滅
の
 
、
 
心
の
蔵
 

 
 

性
 は
空
ハ
 き
串
 ・
 
田
 ）
で
あ
っ
て
不
動
（
三
目
せ
 0
 臣
と
 
で
あ
る
、
相
が
知
ら
れ
 

 
 

 
 

来
蔵
は
 、
そ
の
自
性
が
 

（
 
羽
 ）
 

 
 

 
 

つ
い
て
シ
ナ
訳
で
は
、
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

と
あ
り
、
こ
れ
も
 意
 

 
 

 
 

目
 ，
 
q
E
p
.
 

す
 ら
も
存
し
な
 

 
 

 
 

空
で
あ
り
つ
つ
も
千
恵
 

 
 

 
 

が
 本
性
の
相
 宙
ゴ
ゑ
 ・
 
日
 。
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
㏄
 

田
笘
の
 

・
の
 
0
 ）
」
と
一
ム
 

、
 （
 
3
 
2
 ）
 

わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

関
 わ
る
場
合
に
は
、
 

 
 

 
 

る
 場
合
は
 、
 種
々
の
 心
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と
 答
え
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
 

0
O
O
 

「
諸
仏
如
来
は
つ
ね
に
一
党
を
 

ぬ
の
の
・
 

口
 a
r
c
 

ゴ
ロ
 

伍
 ・
り
し
、
な
ん
と
 

行
じ
て
、
諸
の
衆
生
を
し
て
覚
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
空
で
あ
り
、
 

転
ず
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
 
本
 

と
あ
る
。
右
の
両
訳
を
照
合
し
て
 見

る
と
、
 

 
 

 
 

と
に
よ
っ
て
 浄
誠
 に
入
る
 
宙
 （
の
 

p
p
.
 

隼
 p
m
.
 
ロ
ゅ
田
 ・
 

 
 

 
 

う
て
 
ず
Ⅱ
 
ョ
 ・
 日
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.
 
口
曲
の
 （
の
 
す
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q
.
 

す
 笘
の
）
つ
 み
 侭
に
一
党
 た
へ
 

 
 

 
 

・
 
す
ド
 ）
を
得
し
め
て
、
諸
の
心
と
意
と
を
覚
す
 

 
 

 
 

性
宙
ず
ニ
 ・ 日 0
 ミ
 ・
 
下
 0
,
 
ヴ
 0
.
 
ぎ
 色
は
ま
さ
し
く
 

（
 
お
 ）
 

来
 動
ず
る
こ
と
が
な
い
」
 

 
 

瞭
 で
あ
る
。
如
来
が
衆
生
に
 仙
い
 て
衆
生
の
本
 

寛 が 極 象 の 相 

 
 

 
 

。
従
っ
て
「
是
非
」
 

 
 

 
 

長
 す
る
、
と
い
う
 具
 

 
 

 
 

れ
て
お
り
、
従
っ
て
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

う
 な
 斬
 ら
し
い
性
格
 

 
 

何
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
 

 
 

は
 故
、
一
切
衆
生
本
覚
、
常
 以
 ，
」
 
覚
 -
 
覚
 ：
諸
衆
生
 -
 
、
 令
 ，
 
彼
 衆
生
音
律
：
 本
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
 が
増
大
し
て
く
る
、
 
甘
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
お
り
、
起
信
論
に
お
 

（
 
舛
 ）
 

 
 

 
 

あ
る
。
そ
し
て
生
滅
の
 



 
 

 
 

明
白
で
は
な
い
。
こ
こ
 

 
 

 
 

相
 （
衆
生
か
ら
如
来
蔵
 

 
 

 
 

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
 
一
 
覚
を
行
ず
る
こ
と
」
令
旨
 

0
 
（
・
 

ヴ
 
p
.
m
n
 

田
 
m
.
 

の
 
ョ
 
村
田
 

つ
 
し
 

 
 

 
 

 
 

を
 
暗
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
  

 

 
 

 
 

p
.
 

日
 
0
.
 

コ
の
 

の
・
 

円
 
㏄
 
ず
 
。
Ⅱ
・
 

サ
ら
 

）
 

 
 く

 
、
同
時
に
認
識
根
拠
 

い
 
う
 
趣
旨
を
一
歩
進
め
 

よ
う
な
性
格
の
存
す
る
 

 
 

 
 

は
 「
所
謂
 

随
レ
如
 

」
と
い
い
、
㎎
 



れ
る
。
 

 
 

 
 

来
 蔵
経
に
お
 

 
 

 
 

蔵
経
や
浬
 

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
あ
り
得
な
 

 
 

 
 

廻
の
根
拠
 

た
 

 
 

 
 

怪
 め
よ
 う
 

 
 

 
 

、
不
動
、
無
 

 
 

 
 

体
 と
な
る
も
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
こ
の
根
源
は
 

 
 

 
 

口
才
 
汀
 Ⅰ
 色
 
。
 
の
 

 
 

 
 

づ
く
。
）
 

 
 

 
 

い
う
 
0
 
 

巾
ぺ
 

ロ
ロ
。
 

 
 

Ⅰ
 し
子
輻
 

m
,
 
 

（
 
づ
 
㍉
の
 
0
 
Ⅱ
 

 
 

 
 

づ
ア
出
 

0
 
の
 
0
 
㌧
 
け
 
～
 
e
.
 

      
と 

  

 
 

 
 

は
 、
「
転
変
す
る
 
智
 」
 
四
 

 
 

よ
っ
て
 催
 破
す
る
」
（
 
目
 き
の
㏄
ざ
の
 
日
扶
俺
 ・
 
廣
 甘
し
 と
 云
わ
れ
て
い
る
。
 す
幽
 

 
 

 
 

て
 支
配
さ
れ
て
い
る
こ
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o
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・
は
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い
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0
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ベ
ッ
ト
訳
に
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ア
ハ
す
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H
 
）
 
e
 Ⅰ
 由
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 ）
 

 
 

 
 

１
１
㏄
Ⅰ
 

ゆ
 

く
か
 
ー
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0
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・
 
口
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.
 
㍑
・
四
巻
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伽
 
天
一
六
・
 
目
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印
度
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教
学
研
究
 巻
 六
二
三
九
頁
以
下
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大
丸
・
 
ま
 の
の
 

口
曳
内
の
由
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z
0
.
 

お
の
・
 

憲
 ㏄
 酊
 l
 馬
を
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0
 や
・
 
n
 ざ
 ・
）
付
か
 
a
q
l
 
め
 

0
 や
勘
 （
，
 
憲
母
キ
の
 

 
 

 
 

三
四
・
 ゅ
 0
0
 
こ
 

 
 

 
 

て
い
る
の
は
、
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

る
と
云
え
る
 

 
 

 
 

べ
て
同
義
五
皿
 で
 

 
 

 
 

ら
 三
者
が
何
れ
 

 
 

 
 

煩
悩
 纏
 不
清
浄
 

   
  

 

Ⅰ
：
 
円
 ，
 
巾
 ・
㎏
 か
 ・
 
ハ
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㏄
１
の
 ノ
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ー
 
ハ
付
句
 
ゅ
 ｜
ト
 

・
 

ー
１
ト
ン
 



 
 

 
 

こ
と
は
、
如
来
蔵
の
内
容
に
 

 
 
 
 

 
 

相
互
に
関
連
は
存
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

前
提
さ
れ
る
べ
 き
 
「
一
者
」
 
為
 

 
 

 
 

要
素
を
取
り
出
し
て
い
ぎ
た
い
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

 
 

C
 ロ
サ
 
の
 田
コ
 咀
の
Ⅰ
あ
る
い
は
 

 
 

 
 

い
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
 
如
 

 
 

 
 

の
 哲
学
的
傾
向
の
す
べ
て
に
 

 
 

 
 

我
 に
つ
い
て
」
の
な
か
に
 
指
 

 
 

 
 

 
 

を
 払
い
な
が
ら
、
か
れ
の
 
会
 

の
 

 
 

 
 

し
と
げ
て
き
た
。
初
期
の
代
 

 
 

 
 

類
似
し
て
い
る
 

と
 云
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

元
 ）
大
丸
・
 お
田
 

（
 
托
 ）
 0
 づ
 ・
 缶
 （
・
 

H
N
 

蓮
 "
.
0
 

（
㌘
）
大
丸
・
の
 

べ
 
㏄
 
下
 

 
 

 
 

は
 シ
ナ
訳
も
同
様
で
あ
 

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
従
う
方
が
正
し
い
。
 

一
 一
 



は な れ ず 意 

 
 

 
 

ぎ
と
い
う
命
題
が
生
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

0
 表
象
作
用
か
ら
 離
 

 
 

 
 

ぎ
ダ
 隼
の
 
コ
オ
 
の
に
は
 

 
 

あ
る
い
は
「
自
我
の
愛
著
」
 

妄
 由
井
 ヱ
 。
コ
ネ
 
8
%
 こ
 
が
 残
る
が
、
 ぎ
ァ
ま
コ
 

 
 

 
 

る
 。
か
れ
は
、
同
一
 

 
 

 
 

怯
 「
根
源
的
に
自
己
を
 

@
4
 
）
 

 
 

 
 

が
 強
調
さ
れ
て
お
り
、
 

 
 

 
 

 
 

超
越
的
で
あ
る
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
 よ
う
 に
、
「
存
在
す
る
」
 な

ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
 

は
「
思
惟
す
る
」
と
い
う
 

 
 

 
 

が
 「
対
象
的
な
証
明
 

可
 

 
 

 
 

ハ
 
制
約
者
は
、
客
観
に
 

 
 

 
 

岸
 コ
卍
 
ソ
 
9
%
 
局
 的
付
 
e
 の
Ⅰ
の
互
に
 

 
 

 
 

な
り
得
な
い
も
の
だ
か
 

も
 無
制
約
者
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
と
こ
 

る
。
主
観
は
た
だ
客
観
に
関
し
て
の
み
、
 

約
者
」
は
両
者
の
何
れ
に
も
含
ま
れ
て
い
 

 
 

ぅ
 ま
で
も
な
く
主
観
と
客
観
と
で
あ
 

 
 

得
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
「
 無
制
 

 
 

0
%
 コ
洩
 じ
は
、
い
か
な
る
意
味
に
お
 

 
 

 
 

グ
 に
よ
っ
て
絶
対
者
 
と
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の
 「
一
切
の
知
の
実
在
性
 
ぬ
 



 
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

田
ひ
 

 
 

 
 

 
 
 
 

来
 

 
  

 

 
 

絶
対
者
は
、
後
期
の
 
L
n
 

。
 

女
 

 
 

 
 

 
 

リ ソグ哲学に対照さるべ き もの  
 

 
 

ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
 

 
 

 
 

の
 観
念
を
も
超
え
進
ま
 

ず
に
は
い
な
い
。
 

 
 

 
 

ら
 、
自
己
意
識
を
支
 

 
 

 
 

我
の
認
識
」
 C
 目
籠
 コ
 0
 口
 

 
 

め
 Ⅱ
の
（
じ
で
は
な
く
、
 そ
 ハ
 
ツ
 な
か
に
は
す
 ネ
ヒ
 
に
「
本
来
 の
 存
在
」
（
救
の
艦
の
の
 
コ
 （
・
 

 
 

 
 

、
も
と
よ
り
認
識
作
用
 

 
 

 
 

し
で
あ
っ
て
、
「
自
己
 

 
 

 
 

倖
 0
 Ⅱ
ロ
ロ
ロ
目
「
 

0
 二
の
俺
 
@
 
 
隼
の
㏄
 

 
 

 
 

我
が
自
我
と
し
て
成
立
 

 
 

 
 

で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
 

 
 

 
 

者
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
 

 
 

 
 

口
々
は
自
己
自
身
が
創
造
 

 
 

口
々
は
つ
ね
に
「
永
遠
の
原
初
し
 
宙
圭
 存
目
ト
コ
 す
 局
も
 
で
あ
る
と
い
い
得
る
で
 

 
 

 
 

な
わ
ち
そ
れ
は
、
「
 あ
 

  



 
 

 
 

「
 
無
 制
約
的
な
実
存
 

 
 

 
 

対
比
に
お
い
て
触
れ
る
 

 
 

@
O
 

 
 

 
 

あ
る
と
い
う
こ
と
は
 

 
 

 
 

識
の
場
を
離
れ
な
い
と
い
 

 
 

 
 

右
の
点
か
ら
、
こ
の
 ょ
 

 
 

 
 

私
の
哲
学
体
系
の
叙
述
」
 

 
 

 
 

述
べ
て
い
る
の
は
、
 右
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

え
る
が
、
そ
の
な
か
 

 
 

 
 

」
れ
に
従
え
ば
、
「
自
己
 

 
 

 
 

自
我
自
体
が
生
ず
る
の
 

 
 

 
 

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

口
の
 
コ
 カ
 の
 
巳
 ）
を
な
し
て
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
そ
れ
が
知
的
 

 
 

 
 

に
 伴
わ
れ
て
い
る
。
 
か
 

 
 

 
 

よ
う
な
直
観
は
、
そ
れ
 

 
 

 
 

か
し
こ
の
「
 肋
き
 」
は
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的
 直
観
は
、
「
全
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ぎ
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あ
る
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い
う
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ぜ
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ら
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験
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思
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3
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。
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 c
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コ
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ア
ル
バ
 
ソ
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絶
対
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自
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の
 
0
 
三
市
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串
コ
一
 

 
 

 
 

口
ロ
 
せ
 
の
Ⅱ
の
 

コ
ロ
 
の
Ⅱ
（
の
 

 
 

 
 

0
 
日
 廷
 
㏄
 
、
 
の
な
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が
 、
「
根
源
的
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
は
明
か
で
あ
 

 
 

 
 

は
も
と
よ
り
、
 

 
 

 
 

か
ら
お
お
い
 

隠
 

 
 

の
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結
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
得
る
で
あ
ろ
 

（
 
4
 
う
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々
の
傾
向
と
の
共
通
性
を
考
え
て
み
よ
う
。
 

こ 間 景、   
と う を シ 
が て 有 ェ 

認 い し り 

  

  

  

わ に で ソ と 

    
め る て ソ 

ら れとる こい グ 哲 
る が に 学 四 
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知 ら ら お   
の で シ 絶 

諸 あ ェ 対 
性 ろ り 者 

につ ラ。格に ソ グ 

つ 従 の い 
い っ 絶 て 
て て 対   

は 先考とれ 両者 こ 
に の 如 ま 

十 間 来 で 
項 に 蔵 論 
目 は は じ 
ヤァ し     て 

綜す 相 き 
め で 互 た 
た に に 所   
こ し し 見 
れ た た れ 
に 所 間 は 
照 か 題   

仏教 合し 見 ら 意識 

て て の 居、 
右 も 下 僧、 
に い で と 
論 く 或 は 
じ つ る 全 
た か 共 く 

絶 の 遊 興 
対 類 の な 
老仏 智 っ た 哲 に 関 点 の 学的 

す 拝 領掌 
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種 る を 背 

 
 

 
 

 
 

十
月
 ?
 田
田
仁
一
 

  

 
 

 
 

性
で
あ
る
と
い
う
見
解
 
即
 

 
 

叱
 ・
）
 ざ
 0
.
 
 

苗
 ・
の
 

o
N
.
 

お
か
 

30 



 
 

 
 

れ
る
、
い
わ
ば
 一
そ
 

 
 

 
 

ら
ゆ
る
「
実
在
性
」
 

 
 

 
 

第
二
に
如
来
蔵
は
 、
 

 
 

 
 

我
 」
（
の
プ
ト
 

曲
サ
の
 

。
 甘
卜
 
（
 
0
 
の
 

 
 

 
 

別
 、
理
論
の
領
域
を
越
 

 
 

 
 

な
 証
明
可
能
性
の
全
 領
 

 
 

 
 

的
に
超
越
的
で
あ
る
と
 

 
 

 
 

ハ
生
、
無
住
、
不
動
、
無
 

 
 

 
 

く
 管
的
直
観
を
強
調
し
 

 
 

 
 

本
覚
で
あ
り
一
覧
で
あ
り
、
 

の
 

 
 

 
 

の
で
あ
り
、
認
識
作
用
そ
れ
 

 
 

 
 

」
 ?
 ぎ
 自
由
の
の
 

去
 
り
し
で
あ
る
 

 
 

 
 

仙
き
 」
 ?
 日
弗
ニ
リ
 

の
。
 
ざ
 （
 ヰ
 
Ⅰ
の
 
ノ
 
の
の
 

 
 

 
 

 
 

と
 考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
七
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
 沃
田
）
の
観
念
が
含
ま
れ
 

。
そ
し
て
右
に
述
べ
た
 セ
っ
 

 
 

ヱ
 
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
寸
言
し
た
如
く
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

て
 、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
お
 け
 

弔
ひ
 

 
 

 
 

て
の
内
部
連
関
に
あ
る
も
の
 

女
 

3 Ⅰ ( Ⅰ ;31,i Ⅰ 



（
 
9
0
 
）
 

 
 

 
 

つ
ぎ
の
（
の
 

目
 こ
と
の
対
立
 

 
 

 
 

申
す
の
。
 

ト
屈
 
Ⅰ
の
Ⅰ
 コ
宙
 
出
京
 
e
 Ⅰ
の
局
ぬ
 

 
 

 
 

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
 

 
 

 
 

 
 

田
の
隼
の
口
の
の
 

壷
 
こ
の
の
 
し
 
で
 

 
 

 
 

、
こ
の
本
体
の
持
ち
得
 

 
 

 
 

そ
う
か
と
云
っ
て
 、
決
 

 
 

 
 

と
い
う
よ
う
な
対
立
の
 

 
 

目
 の
 孟
コ
 N
 Ⅰ
も
し
く
は
「
無
頓
着
」
 
律
蚕
臼
め
田
 （
 こ
 
の
 態
度
を
と
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
著
と
云
わ
れ
る
如
来
 

（
Ⅰ
 

イ
 
）
 

 
 

 
 

無
底
 は
す
べ
て
の
「
 対
 

 
 

 
 

歩
み
よ
っ
て
い
る
も
の
 

 
 

 
 

と
い
う
推
定
に
ま
で
も
 

駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

れ
て
お
り
、
こ
と
に
 

 
 

 
 

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
 

 
 

 
 

ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
 

 
 

て
み
よ
う
。
 

 
 

 
 

在
す
る
も
の
」
 
雀
援
 

 
 

 
 

の
 已
に
遭
遇
し
て
い
る
。
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如来蔵 思想の 、 ンェリ レ アレ Ⅰ 哲学に対照、 さ る べぎ もの  
 

 
 

存
在
ほ
、
自
己
の
「
 否
 

 
 

」
 宮
む
 牛
車
村
田
（
）
あ
る
い
は
「
 力
 」
 匂
 。
 
3
 目
）
で
 あ
り
、
従
っ
て
「
素
材
」
 

 
 

 
 

Ⅰ
 0
 
 
Ⅰ
。
二
）
と
、
「
こ
こ
 

 
 

 
 

し
て
離
れ
合
 う
 こ
と
は
 

 
 

 
 

S
 
で
も
、
第
二
の
肯
 

 
 

 
 

っ
て
 め
へ
 措
定
す
る
も
の
 

 
 

 
 

0
0
 二
）
で
あ
る
と
答
え
 

 
 

田
口
の
。
き
な
の
で
あ
る
。
 

右
に
述
べ
た
シ
ェ
リ
 ソ
グ
 の
見
解
は
、
否
定
と
肯
定
、
 

 
 

神
と
な
っ
て
お
り
、
 

 
 

 
 

と
い
う
事
態
を
 、
 余
す
 

 
 

 
 

、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
 

 
 

 
 

 
 

有
 で
あ
る
所
の
神
は
 、
 

33 (137) 

 
 

 
 

極
め
て
単
純
で
は
あ
る
 

が
、
 少
く
と
も
こ
れ
ら
の
表
現
の
指
示
す
る
方
向
は
 、
 

 
 

ろ
 う
 。
 

 
 

 
 

、
か
れ
は
神
存
在
の
 

 
 

 
 

乙
甲
 は
ぎ
 ）
に
お
い
て
 

 
 

 
 

」
 谷
援
 
ト
レ
口
目
田
川
 

ノ
田
 

Ⅰ
 
0
 
ト
卍
ソ
 

目
の
 

 
 

 
 

現
実
態
へ
移
行
す
る
こ
と
 

 
 

 
 

か
も
第
一
の
存
在
に
お
 



      
  

    3  2       的 
な 
女 
来 
蔵 
が ， 

同 
時 
Ⅴ ラ し P 

空 。 

  
l 年 払 
  

せ曲   

で 
あ 
る 

と   
ム 
わ 
れ 
て 
い 

る 

意 
味 
と 

可 少 
@ 
と 

も 

原理 ㌧。零下 草笛 

形 
式 
的 
ヰブ ヒ 

は 
同 
    
で 
あ 
る 
と 

公水 
考 

七万 「   え博 

る 

で   あ   ろ 
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を
も
っ
て
く
る
。
 
そ
 

 
 

 
 

謁
 し
て
い
る
か
ら
で
あ
 

 
 

 
 

よ
 う
 。
 

 
 

 
 

か
 、
ま
た
、
そ
の
 宗
 

 
 

な
い
。
 

 
 

 
 

な
る
も
の
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

0
 流
れ
の
申
で
、
ど
の
 

 
 

 
 

宗
教
は
、
ど
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

て
い
 ぎ
た
い
。
 

 
 

 
 

古
本
 

の
 

(
 
Ⅰ
 
一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
め
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
 ピ
 

じ
め
に
 

は
 

ェ
 
マ
ソ
ン
の
宗
教
 思
 
想
 

田
 

だ
呂
 

フ
百
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、
コ
，
 

Ⅰ
Ⅱ
 

（
 
4
 
）
 

 
 

 
 

ユ
 ー
リ
タ
 ソ
 た
ち
は
、
こ
の
地
に
植
民
し
て
い
る
。
 

 
 

年
 、
ニ
ュ
ー
イ
ソ
 グ
ラ
ソ
ド
 

 
 

ト
ン
第
一
教
会
の
 ュ
ニ
テ
リ
 

 
 

六
才
で
、
ボ
ス
ト
 ソ
 第
二
 

 
 

一
年
、
牧
師
職
を
去
る
決
意
を
 

 
 

立
つ
。
 

 
 

決
心
を
す
る
。
そ
し
て
、
 一
 

（
 
2
 ）
 

表
 、
翌
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
知
的
な
独
立
 め
旦
苗
 
」
 と
 う
 た
わ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
 

 
 

て
 、
「
神
学
校
講
演
」
を
 

 
 

口
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
 そ
 

 
 

ヴ
ァ
ー
 ド
 に
招
か
れ
な
か
っ
た
 

 
 

ト
ラ
ソ
セ
ソ
 デ
ン
タ
リ
ズ
ム
 

そ
の
思
想
活
動
を
続
け
て
い
っ
た
。
 

以
上
が
 、
ェ
マ
ソ
ソ
 の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。
次
に
 、
 ェ
マ
ソ
ソ
 が
、
宗
教
思
想
の
 

か
ほ
 つ
い
て
、
簡
略
に
ふ
れ
て
い
き
た
い
。
 

的
 自
由
主
義
派
と
、
 
力
 ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
流
れ
を
 

、
教
義
に
つ
い
て
、
人
間
の
能
力
を
認
め
て
お
 

の
 ボ
ス
ト
 ソ
 に
生
ま
れ
た
。
家
は
、
致
仕
に
わ
た
 

ア
ソ
 
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
 

教
会
の
牧
師
に
就
任
す
る
。
し
か
し
、
三
年
後
、
 

（
 
Ⅰ
）
 

ヰ
 

固
め
る
。
牧
師
職
を
後
に
し
た
 ェ
 マ
ソ
ン
は
 、
そ
 

八
三
六
年
に
は
、
最
初
の
著
作
「
自
然
論
」
を
 発
 

学
者
」
を
講
演
し
た
。
 

行
っ
た
。
こ
れ
は
、
 
ェ
 マ
ソ
ン
の
宗
教
を
卒
直
に
 

（
 
3
 ）
 

の
 反
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
 

ェ
マ
ソ
ソ
 

と
い
わ
れ
る
。
 

の
 一
指
導
者
と
し
て
、
著
作
、
講
演
等
を
通
し
て
、
 

流
れ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
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ヱマソソ の宗教思想  
 

 
 

し
む
べ
き
罪
深
さ
と
、
 

 
 

 
 

と
み
る
。
こ
れ
に
対
し
 

 
 

 
 

徳
的
 摂
理
の
し
る
し
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

違
 に
つ
い
て
、
簡
単
 

 
 

 
 

義
 を
と
る
に
至
っ
た
 過
 

 
 

 
 

自
分
の
上
に
お
い
か
 ュ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

は
、
 怒
れ
る
神
に
全
く
 

 
 

 
 

ル
ギ
ー
は
、
逃
避
、
 
即
 

 
 

 
 

別
の
信
仰
に
、
非
常
に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

深
い
と
い
う
意
識
か
 

 
 

 
 

な
 力
を
失
い
、
人
問
と
 

 
 

 
 

を
 認
め
、
神
を
親
し
く
 

 
 

て
い
る
、
と
す
る
。
 

 
 

 
 

教
会
の
状
態
に
対
す
 

 
 

 
 

他
的
 独
善
的
で
あ
る
と
 

（
 
7
 ノ
 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
 

37@ <@r 



 
 

 
 

論
争
に
ふ
れ
て
い
る
 

 
 

 
 

」
と
を
、
強
く
恐
れ
て
い
 

た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

あ
れ
と
も
、
 力
ル
ヴ
 

 
 

 
 

新
し
い
党
派
と
な
る
の
 

 
 

 
 

々
は
 、
 我
々
の
眼
を
用
 

 
 

 
 

と
に
参
ず
る
。
宗
派
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
 、
個
人
の
宗
教
を
高
 

 
 

 
 

ス
ト
教
へ
の
批
判
に
も
 

連
な
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 心
の
魂
の
教
義
で
 

@
9
 
）
 

な
く
、
人
格
、
実
在
、
儀
式
の
誇
張
で
あ
っ
た
。
」
 

 
 

 
 

る
 。
ま
た
、
「
権
威
に
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

も
 、
内
的
、
個
人
的
な
魂
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
ェ
マ
ソ
ソ
 は
、
個
人
 

 
 

要
素
と
考
え
て
い
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
す
の
で
あ
っ
て
 、
外
 

(142) 38 



ヱ％ ソソ の宗教思想 

39  (1%  ) 

 
 

 
 

神
学
と
か
、
教
会
主
 

 
 

 
 

示
教
の
線
に
そ
っ
て
 、
ジ
 

 
 

 
 

と
 理
解
す
る
点
に
お
い
 

（
 
眩
 ）
 

 
 

 
 

を
 試
み
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ム
ス
 の
規
定
を
借
用
 

し
て
お
き
た
い
。
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
 、
 魂
の
法
 

 
 

 
 

、
空
間
を
超
え
、
環
境
 

 
 

 
 

5
 人
は
 、
 直
ち
に
、
 貴
 

 
 

 
 

れ
ば
、
そ
の
人
は
 、
そ
 

 
 

 
 

入
り
こ
む
。
諸
法
則
の
 

中
の
、
こ
の
法
則
を
知
覚
す
る
こ
と
は
、
心
の
中
に
 、
 

 
 

ま
せ
る
。
で
、
こ
の
感
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 

@
 
悟
 ）
 

 
 

」
 

 
 

 
 

ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
 

 
 

 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
 
考
 

察
 を
す
 ュ
 め
た
い
。
 

(
"
"
 

Ⅰ
 
"
-
 

@
 
一
 



 
 

 
 

こ
さ
れ
る
、
宗
教
的
 

 
 

の
 宗
教
の
、
主
要
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。
 

 
 

つ
い
て
、
考
察
を
す
す
め
て
ぃ
年
 晃
ぃ
 。
 

（
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

の
 確
か
さ
を
信
じ
、
 

 
 

こ
 
キ
ハ
 
。
 

 
 

 
 

い
る
よ
 う
 に
、
天
文
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
真
理
性
を
強
 

 
 

 
 

、
報
償
の
思
想
に
表
現
 

 
 

 
 

で
 行
わ
れ
る
の
で
な
い
 

 
 

 
 

れ
そ
れ
に
、
あ
の
世
で
 

 
 

 
 

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
 

を
容
認
し
て
し
る
こ
と
で
あ
る
」
 

マ
 

Ⅹ
。
 
0
 花
 
Ⅰ
 ）
 

 
 

 
 

、
あ
の
世
で
論
じ
ら
れ
、
 

 
 

 
 

思
想
体
系
を
再
構
成
す
 

る
に
あ
た
っ
て
、
現
在
に
力
点
を
お
い
て
考
え
る
。
 

 
 

 
 

く
も
の
で
あ
り
、
も
 

 
 

 
 

然
 現
象
を
観
察
し
て
 ぃ
 

 
 

 
 

臓
 拡
張
と
心
臓
収
縮
」
 

（
 
甘
 
@
 
）
 

 
 

 
 

足
の
原
因
と
な
り
、
 
甘
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ヱ％ ソソ の宗教思想 

の と 冷 の   
次 核 師 ま は 知 

で 苦 あ 、 報 た 
い に で た 、 り 

起 し る 苦 い い 
る む に し ら 全 
小 ェ し み れ て 
幸 マ か の 、 は 
は （ ソ 過 家 全   
矢巴ソ ぎ を て 親 
り は な み の 償 
す 、 い せ 犠 の 

芝后ピ乙弗持紫 
ほ オ て っ で 
ど の い ぐ あ 
知 と 

つ き 力し る ょ、 なわ 。 
て の も れ 」 
い 日 の る つ 
た 記 のこ り @ @ さⅠ ヘ Ⅹ 」と O 幼 （ ） こ o  百ン 甲ミ v-- @ ト目 宇 若 と 

の し 宙 い に 
ェ て の ェ お 
マ い 半 マ い 

分 ソ て 
ソる ソ 。 し ソ な 
を ェ か は さ 
文 て 
え ソ 

知 、 れ 
ら 報 た 

て ン な 噴 火 
い は い の 陥 
ナ、 甲   

0 目 楽系、 。 体は 
は 分 し を 別 自 み 求 の 
報 身 と め 面 
償 の 平 て で 
の 不 和 い 、   
で み 知 な 
あ な る わ 
っ ・ ら べ れ 

た ず き る 

と "  人 
ぃ 芽 生 全 
え 向 の て 
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、
 恰
も
、
洋
服
の
雪
 

 
 

 
 

ハ
 行
動
に
も
、
あ
て
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
で
、
具
体
的
な
 

、
中
 

心
的
役
割
を
果
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
活
に
 
肋
 ぎ
か
け
る
も
 

 
 

 
 

 
 

永
遠
性
、
無
限
性
を
も
 

の
は
、
こ
の
報
償
の
体
系
で
あ
っ
た
。
 

い
も
の
は
酸
っ
ぱ
 

も
の
で
あ
っ
た
。
 

と
い
う
。
 

 
 

 
 

え
る
 

 
 

 
 

な
い
」
 

@
9
 

）
Ⅰ
 



よ
 う
 。
 

 
 

 
 

冷
さ
の
よ
う
な
も
の
 

 
 

 
 

存
在
し
得
る
も
の
で
あ
 

（
 
茄
 ）
 

 
 

 
 

在
し
な
か
っ
た
。
「
 ど
 

 
 

 
 

、
 善
の
蔭
に
か
く
れ
た
 

も
の
で
、
善
を
積
極
的
に
 肋
 か
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 堕
罪
の
思
想
は
 、
片
 

（
 
折
 ）
 

鱗
 も
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
徹
底
的
な
悪
は
 、
 

 
 

で
あ
る
。
 悪
 的
な
存
在
 

 
 

 
 

不
幸
と
し
て
だ
 け
 存
在
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

ム
桁
的
開
発
の
目
的
 

（
一
 

あ
 ）
 

 
 

 
 

ぅ
 と
し
た
。
」
と
、
 ェ
マ
 

 
 

 
 

、
悲
劇
の
中
に
と
ど
ま
 

 
 

 
 

解
決
を
指
示
し
て
い
た
 

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

も
っ
て
い
た
の
で
あ
 

る
 。
 

 
 

 
 

報
償
の
体
系
を
通
し
 

 
 

 
 

き
 、
分
割
と
な
っ
て
 生
 

 
 

 
 

な
 沈
黙
が
あ
り
、
あ
ら
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ェ％ ソソ の宗教思想 

こ
れ
は
、
 

エ
％
 ソ
 「

神
学
校
講
演
」
の
 

ソ
 自
身
の
表
現
に
 お 一 
い 節 
て で あ 
神 る 

  
も ， し 
の ム 

は て   
多 個 
様 人 
で 的 

な宗 ある 

。 教 
そ 体 
れ 験 
は な 

、 通 

あ し 

る て と 
き 実 
は 感 
  の 

  
知、 の 
慧 、 把 

と待握 表 じを 

規 生 
さ 張 

  
あ い 
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ゆ
る
部
分
が
等
し
く
関
連
し
合
っ
て
 

力
は
 、
そ
の
時
、
そ
の
時
に
お
い
て
 

に
、
 一
つ
一
つ
に
み
る
。
し
か
し
、
 

べ
て
い
る
よ
 う
 に
、
ま
た
、
こ
の
 法
 

に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
然
 

宇
宙
の
部
分
で
あ
っ
て
、
宇
宙
の
表
 

あ
る
。
 

人
間
が
、
自
然
が
、
と
も
ど
も
に
 

で
あ
り
、
魂
の
群
が
っ
て
い
る
場
で
 

あ
る
。
と
、
同
時
に
 、
 個
々
の
魂
の
 

「
魂
は
、
真
理
を
見
出
す
も
の
で
 

り
 、
「
法
則
中
の
法
則
」
を
捉
え
る
 

た
 。
し
か
し
、
宇
宙
の
根
底
に
あ
っ
 

た
 。
か
く
て
、
人
間
が
 、
 魂
を
通
し
 

ェ
マ
ソ
ソ
 が
 、
 魂
の
機
能
を
 、
よ
 

も
が
、
銘
々
神
で
あ
る
と
信
ず
る
こ
 

い
 模
範
と
い
う
の
は
拒
む
の
だ
 0
 た
 

 
 

在
す
る
の
で
あ
る
。
宇
宙
は
、
法
則
の
表
現
 

 
 

造
の
中
心
部
を
し
め
る
、
究
極
的
な
法
則
で
 

 
 

）
が
、
根
源
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
 

 
 

ソ
ン
 は
 、
 魂
が
、
法
則
を
見
出
す
も
の
で
あ
 

 
 

、
法
則
は
 、
 魂
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
っ
 

 
 

ァ
 ー
・
ソ
ウ
ル
）
と
は
、
一
体
を
な
し
て
い
 

 
 

究
極
的
な
対
象
と
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

ず
 、
自
分
独
自
で
進
み
 結
 え
。
そ
し
て
、
 ょ
 

（
㌍
）
 

 
 

ヴ
エ
イ
ル
 を
は
が
れ
た
神
を
愛
し
 結
 え
。
」
 

 
 

が
あ
る
。
で
、
我
々
が
存
在
す
る
そ
の
深
 い
 

 
 

弄
を
、
太
陽
、
月
、
動
物
、
樹
木
等
の
よ
 う
 

@
%
 
）
 

 
 

体
は
 魂
 
（
ソ
ウ
ル
）
な
の
で
あ
る
 ピ
と
、
述
 

 
 

魂
 、
「
大
憲
」
（
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ソ
ウ
ル
）
 

 
 

共
通
で
、
平
等
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
 

 
 

り
 、
同
時
に
、
法
則
に
従
っ
て
い
る
も
の
で
 



 
 

 
 

、
、
力
生
き
た
宗
教
，
 

ノ
母
 

（
 
ソ
 
I
 ）
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
。
 

 
 

な
い
。
そ
れ
は
、
現
在
に
生
き
て
い
る
宗
教
の
中
に
 

、
 宗
教
の
生
命
を
感
じ
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
 
ピ
と
、
主
 

 
 

 
 

に
 語
る
神
は
、
人
間
の
 

 
 

 
 

在
を
確
か
め
る
こ
と
を
 

強
く
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

ェ
マ
ソ
ソ
 

は
、
宗
教
感
情
を
重
視
し
て
い
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
い
も
の
と
い
え
よ
 

 
 

 
 

を
あ
わ
せ
も
っ
も
の
と
 

 
 

に
 違
い
な
い
。
 

き
は
、
 

ら
は
、
 

ヰ
ハ
こ
 

。
 エ
 

生
き
た
 %

 台
 亜
 
%
 
援
り
 、
あ
る
と
き
は
、
 

訃
訃
が
齢
絆
 

い
 づ
れ
も
、
直
観
を
通
し
て
、
そ
の
限
り
に
 

マ
ソ
ン
に
と
っ
て
は
、
そ
の
表
現
の
対
象
が
 

神
 な
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
 （

 
5
 ）
 

で
あ
り
、
あ
る
 

お
い
て
得
ら
れ
 

、
宗
教
的
感
情
 

 
 

と
ぎ
 は
、
大
憲
で
あ
り
、
ま
た
 

た
も
の
で
あ
っ
て
、
根
底
に
は
 

と
な
っ
て
反
応
を
示
す
限
り
、
 

 
 

、
法
則
と
 

、
究
極
的
 

そ
れ
は
、
 

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
 

な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
 

ェ
 マ
ソ
ン
の
捉
え
得
た
 、
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は
 、
人
間
の
中
に
輝
 

想
 

 
 

 
 

真
な
る
人
間
は
 、
 常
に
首
尾
 

 
 

 
 

は
 、
彼
自
身
の
命
令
に
明
ら
 

 
 

 
 

を
 語
り
、
白
か
ら
の
思
想
を
 

 
 

 
 

く
、
 我
々
全
て
の
中
に
あ
る
 

  

@ る 上 に た で げ る 

 
 

 
 

、
支
配
す
る
力
が
あ
 

 
 

 
 

吸
と
、
 湿
っ
て
い
な
 

 
 

 
 

強
調
し
て
い
る
も
の
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

ソ
は
 強
く
感
じ
て
い
 

 
 

 
 

感
情
の
表
現
は
 、
他
 

 
 

 
 

訴
え
に
、
強
力
な
 、
 

合
力
、
支
配
 力
 、
神
聖
性
を
感
じ
と
る
。
 

 
 

 
 

っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
 

宗
教
感
情
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

み
て
い
た
か
、
と
い
 

点
 に
ふ
れ
て
み
た
い
。
 

㈹
 

45@ (1491 



 
 

 
 

示
の
必
要
な
と
き
は
な
 

（
の
 
ノ
 

 
 

 
 

今
な
る
現
在
の
啓
示
に
 

神
の
精
神
と
い
う
 優
 

（
㏄
）
 

す
る
 0
 
」
 ェ
マ
ソ
ソ
 

れ
た
普
遍
的
理
性
と
 

て
い
る
。
 

同
様
な
言
葉
が
 、
 

最
も
高
級
な
啓
示
は
 

っ
て
 、
 更
に
 、
 強
め
 

全
て
の
歴
史
の
申
で
 

知
っ
た
。
イ
ェ
ス
は
 

る
 。
神
を
み
た
い
と
 

よ
ヒ
 と
い
っ
た
。
 か
 

ス
は
、
 我
々
の
中
に
 

命
 を
も
っ
た
神
と
い
 

（
㏄
）
 

る
 。
」
 

こ
の
ェ
％
 ソ
ソ
 の
 

偉
大
さ
を
認
め
た
 人
 

が
 、
偉
大
な
人
間
の
 

 
 

 
 

の
 

で
、
そ
れ
故
、
 
ヱ
マ
ソ
ソ
 の
尊
敬
す
る
人
で
あ
っ
た
。
 

 
 

ス
 

 
 

 
 

啓
 

 
 

 
 

証
明
 

 
 

 
 

優
 

 
 

 
 

描
い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
ょ
 

 
 

 
 

十
八
 

-
 
Ⅰ
。
 

 
 

 
 

と
を
 

 
 

 
 

ド
は
襄
油
 

 
 

 
 

を
み
 

 
 

 
 

エ
 

 
 

 
 

と
生
 

 
 

 
 

あ
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ヱ％ ソソ の宗教思想 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

共
通
の
魂
、
宇
宙
の
 

 
 

 
 

様
に
神
の
側
に
立
ち
得
 

 
 

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

間
の
中
に
持
ち
上
 

 
 

 
 

は
 
、
な
に
も
な
く
な
っ
て
 

@
 
蝸
 
）
 

 
 

 
 

、
 
神
の
部
分
と
な
る
。
」
 

 
 

 
 

人
 
分
 

時
 
も
 
人
 
間
 
、
 
由
 
て
 
っ
 

47  /15 Ⅰ ) 

 
 

 
 

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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さ
 

と
 

め
 

 
 

 
 

史
的
、
伝
統
的
、
制
 

 
 

 
 

面
 化
さ
れ
た
宗
教
は
 、
 

 
 

 
 

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
 生
 

 
 

 
 

つ
 人
間
も
 、
 一
つ
の
 個
 

 
 

考
え
る
。
 

 
 

 
 

を
 考
え
る
。
「
我
々
 

 
 

 
 

え
ら
れ
て
い
る
。
自
由
 

 
 

 
 

間
が
 、
自
由
を
も
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ェ
 マ
ソ
ン
は
、
人
間
 

た
 存
在
で
あ
る
。
 こ
 

 
 

め
に
、
自
由
を
も
っ
と
考
え
て
い
た
。
 

 
 

 
 

の
 自
由
意
志
を
も
っ
 

 
 

 
 

、
こ
ュ
 に
 、
 神
に
従
属
 

 
 

 
 

独
立
し
た
存
在
を
与
え
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
教
の
人
間
観
 と
 

 
 

思
想
を
明
確
に
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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NP んだヴァ の・ 
l 」 
  

と ェ 神 そ じ 
ハ ンマ のこ法の 「 る   

性 マ の を 、 が と 感 
は ソ 宗 も 更 、 し 情 

、 ソ 救 っ に 統 て に 

白 め ぼ、 た 、 一 
  

づ 宗 想 魂 ェ 、 報 基 
と 教 を の マ 昇 償 盤 
明 恵 、 所 ソ 華 の を 
か 想 更 有 ソ さ 体 お 
に を に 者 の れ 系 く さ 、 と 宗 て を も 

れ二時 る ュ徴 し教 " の 究 " 考の えで 

で あ l ィ づま、 げた 担的 極るあ 。 っ 

ろ ソ る 、 い な こ た   
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" つ 」 " と   白 い と ヱ は 
こ キ 己 て な マ   
の り 充 、 る ソ 溶ケ 

点、 ス 定 者 。 ソ 学 
  

示 教   
唆 は、 能 す 人 理 
の 想 力 ム 間 性 
域 の 
に 流   

め お 0 ％ の 的 
て い と ソ 解 傭 
お て 考 ソ 決 9- 
き み え は を 性 
た る る は な 
い と 。 人 か 含 
き、 こ 間 つ み 

そ のを 人、           
の 間 竿 た も 

異 観 し   の 
こ で   の   
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ヱマソソ の宗教思想 

 
 

に
 考
え
て
い
る
。
 

 
 

 
 

な
る
も
の
に
と
 

 
 

 
 

ぐ
に
歩
む
も
の
 

 
 

 
 

た
ぐ
い
で
、
 こ
 

 
 

 
 

、
こ
の
 ょ
う
 な
 

 
 

斎
藤
光
「
 き
目
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0
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 0
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宗教社会学における 機能主義理論 

 
 

 
 

 
 

あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
 

 
 

 
 

環
 と
し
て
宗
教
を
研
究
 

 
 

 
 

ス
タ
ソ
 テ
ィ
ズ
 ム
 の
 倫
 

 
 

 
 

歩
み
は
決
し
て
順
調
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
た
し
か
に
、
一
九
二
 

を
と
り
上
げ
、
 
ヨ
ュ
｜
 

（
 ま
目
 ，
 
p
 お
 e
 
 の
中
で
 

コ
 N
p
 

（
ら
し
の
傾
向
と
と
 

項
目
さ
え
な
い
。
 
リ
ソ
 

め
ず
ら
し
い
と
い
っ
て
 

つ
い
て
も
 ヰ
 
ハ
 レ
得
 ス
リ
」
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義
理
論
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目
 
の
の
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 毛
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の
の
 

す
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出
（
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諸
 

 
 

 
 

年
代
の
後
半
か
ら
一
九
 

 
 

ス
ト
に
、
少
数
の
先
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的
業
績
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と
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こ
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の
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究
の
実
情
を
物
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て
い
る
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学
的
研
究
へ
の
興
味
 

 
 

 
 

社
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の
宗
教
に
対
す
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な
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宗教社会学における 機能主義理論 

数
社
会
学
の
研
究
は
あ
り
得
な
い
ほ
ど
に
強
ま
っ
た
。
 

 
 

 
 

張
を
唱
え
る
学
者
も
あ
 

 
 

 
 

査
 あ
る
い
は
資
料
採
集
 

 
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。
 

 
 

 
 

的
に
異
な
っ
た
宗
教
学
 

 
 

 
 

た
や
り
方
が
あ
る
か
 

 
 

 
 

（
（
 

q
p
 

目
ヲ
 
の
 り
与
 
Ⅰ
の
（
の
Ⅰ
の
君
の
 

レ
 

 
 

 
 

の
 普
遍
性
、
客
観
性
を
 

 
 

 
 

類
 学
、
心
理
学
と
と
も
 

 
 

 
 

全
科
学
で
あ
る
か
ら
で
 

 
 

 
 

れ
ば
、
宗
教
学
に
近
 い
 

 
 

 
 

な
く
、
興
味
の
相
違
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
に
ふ
く
ま
れ
得
る
も
 

る
も
の
が
、
歴
史
的
研
 

の
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

、
宗
教
の
社
会
心
理
 

 
 

 
 

示
教
社
会
学
の
内
容
を
豊
 

 
 

 
 

存
在
が
大
き
す
ぎ
て
、
 

 
 

 
 

っ
た
 。
前
者
の
系
統
を
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の
 

o
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笘
 
）
㌧
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せ
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す
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五
）
宗
教
と
社
会
成
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コ
 曲
コ
伍
の
 

0
 の
田
主
の
 

ゴ
檸
コ
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こ
 

 
 

 
 

篤
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 目
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吝
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0
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自 Ⅰ 

の       
個 汀 ょ ） 

（
 
ノ
メ
 

）
 

 
 

 
 

た
 研
究
は
、
現
代
の
社
 

 
 

 
 

理
論
に
無
関
心
で
あ
っ
 

 
 

 
 

響
 、
社
会
の
宗
教
に
及
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
係
、
宗
教
が
原
因
と
 

い
 分
野
を
開
拓
し
ょ
う
 

 
 

 
 

0
 課
題
と
し
て
あ
げ
た
 

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

は
、
 二
）
農
村
調
査
 

 
 

 
 

（
 
内
 （
 
ず
田
 0
 
Ⅰ
 力
臼
俺
ぃ
 
0
 
目
の
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宗教社会学における 

る だ 状 
傾 げ や 宗 
向 で 変 数 
の な 化 の 

もくを科 の、 記学 
（ 面 述 的 
京 者 す 研 
教 の る 究 
の 境 家 の 
発 果 毅 諸 
展 は 誌 種 
段 重 " の 
階 な 宗 ぅ 

にり つ令史、 教 ち 
い っ と 宗 

  て て 匡 救 
の い 別 社 
一 る さ 会 
般 。 れ 字   
              ろ O は 、 

丈 に も 普 
の 宗 ち 遍 
こ 教 ろ 的 
と 史 ん な 
で が 、 経 

は 、 宗 験 
な 歴 教 法 

りの く、貝 社会史的 

い 法 学 究 
わ 別 と 見 
ゆ の 宗 を 
る 発 散 日 

    
  

、 と あ の 
で す る 現 
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機能主義理論 

特 ず も と 研 
  

          
        税所社債た教先じ   

、 と お う 会 が 
体 い お ち 学 拡   
系 ぅ よ で に 大 
他 宗 そ 、 ふ し 

へ 教 確 宗 く た 
0 社 宅 教 ま と 

道 会す 社 ね い 
の 学 る 会 る っ 
第 の 必 学 と て   
で 体 あ ど の か 
あ 糸 る の は っ 
る の 。 よ 、 て 

。 棲 ま う か の 
想 た な え デ   
を 宗 領 っ ュ 

形 教 域 て ル   
づ 社 の 宗 ケ 社 

「 知 

く 会 研 教 ふ 
ら 学 究 社 学   
な の に 会 派 
く 中 あ 学 の 
て に た の よ 
は お る 性 ぅ 

な げ も 格 に   

ら る の を   
な 各 で あ 宗 

  
ぃ 専 あ い 教 

。 門 る ま が ; こ れ野、 分かい に 社会 

が は ど し 現   
  、 め て 象 

現 い よ し で 
行ヒタ 。を 八   九 

代 か ぅ ま あ た （ 四   
の な な う る     
宗 る 独 。 か   内   教ャ 藤苫 

会 に 視 を 宗 
学 も ， 点 、 対 教 

ィヒ目 万繭 

    
の と を 象 の     



あ
れ
ば
、
両
者
の
区
別
は
一
層
困
難
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

学
 、
宗
教
心
理
学
と
 

 
 

 
 

便
利
だ
ろ
う
。
宗
教
 

 
 

 
 

が
 、
個
人
の
心
理
的
過
 

 
 

 
 

に
よ
っ
て
そ
の
文
化
が
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

㌧
す
の
 
臣
 0
 Ⅰ
）
の
 

コ
 o
p
o
 

ぬ
阿
 0
 ヰ
 

 
 

 
 

0
 コ
と
 呼
ば
れ
る
）
で
あ
 

 
 

 
 

を
 受
け
も
っ
。
宗
教
 社
 

 
 

 
 

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
 

 
 

 
 

宗
教
社
会
学
に
も
宗
教
 

（
 
4
 ）
 

（
 
く
 
4
 
）
 

 
 

 
 

社
会
に
残
存
す
る
民
間
 

 
 

 
 

扱
い
方
に
 よ
 る
上
の
三
 

 
 

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
い
る
。
し
か
 

 
 

 
 

必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
 

 
 

 
 

部
面
が
ど
こ
で
あ
る
か
 

 
 

 
 

響
 、
宗
教
集
団
と
い
う
 

 
 

 
 

・
個
人
」
に
お
い
て
、
 
め
不
 

 
 

 
 

し
い
か
に
影
響
を
及
。
 ほ
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宗教社会学における 機能主義理論 

 
 
㈲
「
意
味
の
問
題
」
か
ら
み
た
 宗
 

教
 と
社
会
 

㈹
社
会
の
型
と
宗
教
 

(7) (3) 
  
  
と の 

辻社 

全学 会 階 

  
論 

 
 

  

  
(2) 

社 
会 
に 

  
け 
    

不軋扶 

  
機 
ム H ヒ ヒ 
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不轄払 

  
道 
徳、 

計 ミ十 

学、 

呪 
律 汀 ・ 

  
( 打 ) 

  

不皓玖 

に 

  
け 
  
他 
文 
@ イ 

  
借 
用 
  

㈹
宗
教
組
織
 

宗
教
集
団
 

㈲
宗
教
の
制
度
化
と
分
化
 

㈹
宗
教
と
社
会
内
の
ヴ
ァ
リ
 
ヱ
 

｜
シ
コ
 ソ
 

㈲
宗
教
組
織
 

㎝
宗
教
の
変
化
と
社
会
の
変
化
 

㈹
会
報
 捜
即
鮒
｜
 ダ
ー
シ
ッ
プ
の
 社
 

（
そ
の
一
部
）
 

序 
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( Ⅰ ) 

  

  
  
社 テ 

全学 
白 9  レ ア   

  

  
( Ⅰ ) 

序 
論イ 

  

ガ 

  

く Ⅰ ) 
(2) 

  

  
ヘウ の 

社会 
  
アフ 

  
 
 

 
 

、
 円
み
示
教
と
社
会
は
相
互
 

 
 

 
 

学
と
 、
「
宗
教
を
全
体
 社
 

 
 

 
 

の
 観
点
の
柑
 違
 が
あ
る
 

 
 

 
 

示
教
の
組
織
す
な
わ
ち
 宗
 

 
 

 
 

の
 関
連
の
研
究
 
二
こ
宗
 

 
 

 
 

立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
 

 
 

 
 

が
、
 こ
 う
 い
 う
 各
分
野
 

 
 

 
 

一
つ
の
分
野
に
よ
っ
て
 
、
 

 
 

 
 

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
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宗教社会 

 
 

 
 

T
 

 
 

 
 

 
 

該
当
す
る
、
ア
メ
リ
カ
 

 
 

分
け
る
こ
と
は
見
当
は
ず
れ
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

察
 、
す
な
 ね
 ち
、
 宗
 

 
 

 
 

ィ
 0
 社
会
心
理
的
側
面
の
 

研
究
を
行
 う
 社
会
科
学
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。
 

 
 

 
 

を
お
こ
な
お
 う
と
す
 

 
 

 
 

軽
視
す
る
風
潮
も
あ
る
 

 
 

 
 

ろ
 う
 と
い
う
考
え
は
強
く
反
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
加
え
て
、
 調
 

肯
 

 
 

 
 

査
の
結
果
を
も
と
に
し
て
で
 

 
 

 
 

「
体
系
化
 目
 と
並
ん
で
あ
げ
 

 
 

礼
 ・
 た
 同
理
論
化
 
口
 は
こ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
り
、
 

 
 

し
て
考
え
て
み
た
い
。
 

  
  

  
  
  

(4) (7) 
  

ホ黍 払 
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罰 『 に 
の 
  
  

け お 
  

    
  ボ教 
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示廿笘 

宗教教 
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の 政経 
友治 済 

  
  

勘判 
と度 

  
  札 仕人   
  ク Ⅰ 

  変 
  動   

㈹㈹ (1 Ⅲ 10  ㈲ 
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宗宗 陣陣陣 

教 教ととと 古山山 
打 。 打て "' 。 

教 教教   

  :166)  62 



宗教社会学に 

  
示教 

社 
会 
こ @ 子 Ⅰ み " 

の 

分 
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委四 
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係 
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冊 @ 
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よ 
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区 
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し 
ナ - Ⅰ 

ナ " Ⅰ 
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で 
@, ま 

ま 
ナ " Ⅰ 

間 
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文
 

 
 

 
 

規
定
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足
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o
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仰
の
類
型
の
研
 

 
 

 
 

の
で
、
宗
教
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化
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学
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分
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参
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要
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ア
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田
 

 
 

 
 

い
と
も
云
わ
れ
 

 
 

 
 

民
族
を
主
た
る
 

対
象
と
す
る
点
で
は
相
違
は
な
い
。
 

 
 

 
 

独
立
し
、
そ
こ
 

 
 

 
 

と
 考
え
る
こ
と
 

 
 

 
 

八
 や
り
 目
 。
 

 
 

 
 

同
じ
問
題
の
追
 

 
 

 
 

9
 
 以
下
Ⅰ
 ま
 

た
心
ロ
俸
一
 
%
 呂
ど
づ
 ・
 
0
 と
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宗
教
学
に
お
 け
 

 
 

歩
み
」
宗
教
研
究
一
四
 ゼ
ぢ
 一
九
五
六
 で
に
 。
 



 
 

 
 

る
 ば
あ
 い
 が
屡
々
で
あ
 

 
 

 
 

ら
れ
た
か
を
、
ア
ト
・
 

 
 

 
 

を
お
さ
え
る
（
タ
ブ
ー
 

 
 

 
 

に
 対
す
る
宗
教
の
態
度
 

 
 

 
 

清
酌
活
動
の
な
か
に
 宗
 

 
 

 
 

ぅ
 情
緒
的
不
安
を
や
わ
ら
 

 
 

 
 

社
会
と
農
耕
儀
礼
）
 

 
 

 
 

支
持
し
な
い
 
二
 0
 ）
 

 
 

 
 

変
動
す
る
（
宗
教
社
会
史
 

 
 

 
 

の
う
ち
、
「
宗
教
と
他
の
 

 
 

 
 

」
の
よ
う
に
多
種
多
様
で
 

 
 

 
 

そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

 
 

ま
う
の
で
は
物
足
り
な
 

 
 

 
 

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
 

（
 
1
 ）
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

ほ
 邦
雄
氏
の
所
説
を
借
 

 
 

 
 

つ
の
違
っ
た
意
味
に
使
 

 
 

 
 

社
会
進
化
理
論
、
階
級
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潮
 
思
想
、
教
団
、
宗
教
制
度
等
に
置
き
か
え
れ
ば
、
 

 
 

社
会
」
に
つ
い
て
も
ま
た
 同
 

 
 

 
 

 
 

な
こ
と
が
、
宗
教
社
会
学
に
お
 

る 機能主義理論 

ぃ そ 8 所 お い の に と の Ⅰ は 闘 

  
いも 係基の と ど と 理 

もと し 論 

一 規 論   煮 、 に れ   
っ 定 は 理論衡 
め が   

語解 

は ろ と 

概 

と る 係 
    F ブ し 

す そ あ 
べ め て 

と き   

て 済 お   
し と よ 
ま 宗 び 
っ 数社 

、 由 の 

      

る あ 宗教 が 
を 全   

  
教 て の と 

つ 

  
儀 ま   

ネ 」 9  社 ゲ プ ま   ル ロ た 



 
 

 
 

析
 だ
け
で
は
な
く
、
 
諸
 

 
 

 
 

握
 の
し
か
た
、
両
者
を
 

 
 

 
 

学
の
研
究
は
、
す
べ
て
 

 
 

 
 

学
問
体
系
へ
の
構
想
が
 

 
 

 
 

「
 
鍵
 」
は
こ
こ
に
あ
る
と
 

 
 

 
 

」
「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「
 フ
 

 
 

 
 

」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

 
 

論
の
内
容
を
み
た
い
と
 

思
 ，
 
@
 。
 

 
 

 
 

い
な
い
よ
う
で
あ
 

 
 

 
 

扱
 う
 立
場
と
の
区
別
 

 
 

 
 

と
「
宗
教
集
団
」
の
社
会
 

 
 

 
 

便
利
で
あ
る
よ
さ
に
 思
 

 
 

て
み
た
い
。
 

 
 

把
握
し
研
究
す
る
立
場
 

 
 

 
 

研
究
す
る
立
場
 

 
 

 
 

他
方
に
、
あ
る
い
は
 

相
互
に
「
影
響
」
を
与
え
る
面
を
研
究
す
る
立
場
 

 
 

規
定
」
す
る
面
に
お
い
て
研
究
す
る
立
場
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西欧と日本の 宗教の歴史的発達にみられる 並行現象  
 

 
 

る
 貢
献
を
し
た
の
で
 

る
 。
 

 
 

 
 

た
 際
、
次
の
 ょ
 

 
 

 
 

著
 な
る
並
行
現
象
 

 
 

 
 

相
を
現
出
し
た
と
 同
 

 
 

 
 

で
あ
る
 ピ
 
（
第
二
 

 
 

 
 

者
 た
る
空
也
に
つ
い
 

 
 

 
 

陀
に
 対
す
る
讃
美
歌
 

 
 

 
 

苔
 打
豆
ゑ
宮
 ぎ
き
 

 
 

 
 

ン
バ
ー
で
、
彼
ら
は
 荷 田 を て 同 じ さ ぅ あ 

 
 

 
 

。
今
か
ら
約
五
十
年
 

 
 

 
 

た
が
、
そ
れ
は
鈴
木
貞
 

 
 

発
達
 

に
み
ら
れ
る
並
行
現
象
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歩
い
た
 0
 こ
 

 
 

 
 

あ
た
っ
て
、
ま
ず
 第
 

 
 

便
利
だ
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

こ
と
は
な
い
。
歴
史
 

 
 

 
 

 
 

 
 

棚
 
限
の
変
化
の
真
中
に
あ
 

々
の
異
教
が
対
応
し
て
 

 
 

 
 

く
の
は
真
実
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
 

 
 

 
 

切
り
抜
か
れ
た
歴
史
的
 

 
 

ら
な
い
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 、
仏
教
は
世
界
と
 

 
 

 
 

は
 キ
リ
ス
ト
教
で
は
 極
 

め
て
重
要
な
動
き
を
な
す
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 欠
け
て
い
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

布
教
方
面
に
は
重
要
な
 

並
行
現
象
を
示
す
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

た
 。
キ
リ
ス
ト
教
が
 

 
 

 
 

く
だ
き
、
国
家
間
の
境
 

界
を
超
越
し
た
の
で
あ
る
。
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西欧と日本の 宗教の歴史的発達にみられる 並行現象 

 
 

 
 

宗
教
の
形
式
を
打
破
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

分
 説
明
で
き
な
い
こ
 

と
を
、
附
加
し
た
い
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

戎
国
家
宗
教
と
の
 関
 

 
 

に
 存
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 ギ
リ
シ
ア
 教
と
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
 1
1
 、
キ
リ
 

 
 

 
 

外
の
国
々
に
広
ま
っ
て
 

 
 

 
 

な
 っ
 づ
 げ
て
い
る
の
で
 

あ
る
。
 

美
 さ
い
、
あ
る
人
は
こ
の
こ
と
は
西
欧
に
お
い
て
は
、
 

 
 

た
と
い
う
人
も
い
 

 
 

 
 

な
ら
ば
、
同
じ
こ
と
が
 

精
神
界
に
お
い
て
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

っ
 生
き
な
が
ら
え
 

 
 

 
 

さ
れ
、
多
少
と
も
そ
れ
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

え
 た
の
で
あ
っ
た
。
 
か
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り
 、
ま
た
か
く
の
如
く
 、
 

 
 

つ
 よ
く
・
仏
教
そ
の
も
の
 

あ
っ
た
。
 

 
 

更
 に
対
し
て
、
別
々
の
 

 
 

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

0
 間
・
に
顕
著
で
あ
る
。
 

 
 

帝
国
に
対
応
す
る
と
い
 

 
 

ナ
の
 辺
境
に
位
置
し
て
い
 

一
 ％
 帝
国
に
境
を
接
し
て
い
た
の
に
似
て
い
る
。
 

 
 

な
ら
ず
、
歴
史
的
文
化
 

 
 

マ
ン
 族
 、
ス
ラ
ブ
族
の
 ョ
 

 
 

約
 分
野
に
お
い
て
は
、
 

 
 

っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
 

 
 

単
に
宗
教
的
な
形
で
は
な
 

 
 

国
を
経
由
し
て
も
た
ら
 

 
 

ら
 朝
鮮
経
由
で
は
い
っ
て
 

 
 

お
い
て
は
、
キ
リ
ス
 

 
 

で
、
 よ
 り
 ノ
す
ど
へ
 

た
 
れ
 た
ロ
 ｜
 

 
 

皇
帝
が
改
宗
す
る
と
、
 す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
た
の
で
あ
る
。
 

ト
 教
は
ま
ず
第
一
に
か
れ
ら
の
宮
廷
を
征
服
（
 改
ゐ
む
 

 
 

ぐ
 国
民
の
大
衆
の
改
宗
が
そ
れ
に
伴
っ
た
。
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西欧と日本の 宗教の歴史的発達にみられる 並行現象 

く 十そ 中 平 欧 転 で の 伝   
（ 行欧世は 一 時お が つ 式 っ本 し本 

出 象 お に 阿 と に て じ 。 に 。 国弘 お 
は い 、 弥も多はた そ は彼 氏救 い 

メ の 、 ス 順す低率 に   

ろ あ っ 完信 二 れ 革 枠数 し ょ と しす 

の 
Ⅴ ラ p Ⅰ 

対 
し   力 

統 セ を 
感 
じ 

の 

シ 

ナ   い か 
あ う な た サ 。 じ " " の 、 西 の て 泊， Ⅰ ら 
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ラファエル，ペッタック 一二教授を憤 ぅ 

 
 

 
 

ま
せ
ん
。
す
ぐ
れ
た
 

 
 

 
 

り
ま
す
。
十
年
に
な
ん
 

 
 

 
 

金
事
務
局
長
と
し
て
、
 

 
 

 
 

じ
て
お
り
ま
す
。
 

 
 

 
 

れ
た
の
は
、
ま
こ
と
 

 
 

 
 

う
 に
充
分
な
も
の
が
あ
 

 
 

 
 

不
可
欠
で
あ
る
事
を
明
 

 
 

 
 

マ
の
 政
治
家
の
如
き
 熟
 

 
 

 
 

は
 現
今
の
若
い
世
代
の
 

 
 

 
 

任
 感
に
励
ま
さ
れ
て
、
 

 
 

 
 

ば
、
 耳
を
傾
け
る
に
 決
 

し
て
や
ぶ
さ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

ク
ラ
ー
ス
・
 J
.
 
ブ
レ
ー
カ
ー
 

ラ 

フ 
ア 

コ二 

ノ ン 

  

ペ
 ソ
 
タ 

ツ 
オ 
 
 

二
教
授
を
憶
 う
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い
 配
置
の
申
で
組
織
 

 
 

 
 

ま
し
た
事
は
、
教
授
に
 

 
 

 
 

て
も
、
一
方
な
ら
ぬ
 満
 

 
 

 
 

国
際
宗
教
学
会
に
対
し
 

 
 

 
 

（
 
0
 ふ
曲
 Ⅰ
。
年
の
日
。
 

目
辰
 
p
o
 
農
ぃ
 
」
 

 
 

 
 

論
集
「
日
オ
 轄
 芝
山
（
 

曲
 

 
 

 
 

、
ま
た
編
集
上
・
の
困
難
 

に
 打
ち
克
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
 

 
 

率
先
さ
れ
、
こ
の
ま
 

 
 

 
 

何
と
多
く
の
原
稿
を
そ
 

 
 

 
 

だ
 １
１
そ
の
経
験
を
持
 

 
 

 
 

ん
な
に
大
変
な
仕
事
で
 

 
 

 
 

発
展
し
て
い
な
い
と
、
 

 
 

 
 

、
 「
ヌ
ー
 メ
ソ
 」
の
 会
 

 
 

 
 

っ
 た
道
で
受
け
継
ぐ
で
 

 
 

 
 

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
 

 
 

で
あ
り
ま
す
。
 

  

  



ペ ソタツオ - 二教授の業績 

 
 

 
 

の
 同
じ
く
稀
に
見
る
 

 
 

 
 

発
し
た
 
ぺ
ッ
タ
 
ツ
ォ
ー
 

 
 

 
 

域
 と
の
接
触
を
そ
の
後
 

も
 失
わ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
次
第
に
そ
の
関
心
は
 

、
 

 
 

い
っ
た
。
 

ゾ
ロ
 
ア
ス
タ
 

 
 

 
 

す
ぐ
れ
て
い
る
）
に
 

ょ
 

 
 

 
 

土
日
 
0
 
コ
 
。
丹
色
留
コ
 

0
 二
匹
 
受
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
の
他
の
部
分
は
 

、
 

 
 

 
 

と
さ
れ
て
い
た
が
、
 

遂
 

 
 

 
 

ト
の
 
有
名
な
記
念
碑
的
 

 
 

 
 

と
 思
わ
れ
る
が
１
元
 

 
 

 
 

事
を
主
張
し
て
い
る
。
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ペ
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  一 

教
授
の
業
績
 ゲ

オ
 
・
ウ
ィ
デ
ン
グ
レ
ン
 



 
 

 
 

も
 彼
は
全
く
正
し
い
と
 

 
 

全
く
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
避
け
て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
全
知
と
い
う
神
の
 

 
 

 
 

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
 

 
 

 
 

い
の
釦
 

p
 
d
q
p
 

コ
簗
 
・
 ま
 ・
）
 

 
 

 
 

全
世
界
 仁
直
 っ
て
克
明
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
 

 
 

 
 

と
し
て
い
 ス
仁
 
。
 寅
曲
 

 
 

 
 

で
 計
画
さ
れ
た
こ
の
 研
 

 
 

 
 

要
約
し
た
短
い
論
文
 だ
 

 
 

余
り
あ
る
事
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

完
結
せ
し
め
 得
 な
か
 

 
 

 
 

し
な
い
と
し
て
も
、
 や
 

 
 

 
 

と
 現
象
学
的
方
法
と
を
 

 
 

 
 

と
し
て
の
宗
教
史
と
現
 

 
 

 
 

自
身
で
語
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

談
話
に
 拾
 い
て
も
明
ら
 

 
 

 
 

る
 事
及
び
未
開
民
族
の
 

 
 

望
ま
れ
る
。
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ペ ソ タック一二教授の 業績 

 
  

 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

フ
 
フ
 
ァ
 
エ
ル
・
。
ヘ
ッ
 
タ
ツ
オ
 

 
 

ム
ム
 は
 

故
 
教
授
が
斯
学
に
 

尽
く
さ
れ
た
 御
 
功
績
と
第
九
回
 国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
の
 

 
 

ム
に
 
寄
せ
ら
れ
た
御
厚
意
を
 

偲
び
妓
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
 を
 
表
し
ま
す
 

日
本
宗
教
学
会
 

 
 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
 
彼
 

 
 

 
 



  

第一   第   の戎 

条     振る A 設   

に 助 筆 項 家 
ょ長 のの 単 
リ す 出著 位   

め 活 例 会     設立 ク 化っ、 院 えま一 

あ す国 の 
ら る 際 促   

 
 

プ
結
 

 
 

会
 

⑥
個
人
会
員
 

か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
 

第
五
条
 
I
.
A
.
H
.
R
 

の
事
業
は
 、
 

⑧
理
事
会
⑥
国
際
委
員
会
⑨
総
会
 

を
 通
じ
て
実
行
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
指
名
さ
れ
る
。
 

 
 

国
 

 
 

 
 

 
 

 
 

委
員
を
指
名
す
る
。
 

更
に
、
理
事
会
は
、
出
来
れ
ば
 
国
 単
位
の
グ
ル
ー
プ
を
持
た
 

彙
報
 

 
 

 
 

会
 に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
。
 

1
8
2
 

 
 

第
四
条
 
I
.
A
.
H
.
R
 

は
 、
 

 
 

国
際
委
員
 

78 



 
 

内
の
 

国
際
委
員
を
、
指
名
す
る
権
限
を
持
っ
。
 

 
 

 
 

R
 の
全
会
員
（
団
体
又
は
個
人
）
に
よ
っ
て
、
構
成
さ
れ
る
。
 

 
 

に
、
そ
 

の
他
の
必
要
か
っ
可
能
と
認
め
ら
れ
た
機
会
に
、
開
催
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

際
 委
員
会
の
承
認
を
得
る
た
め
、
提
出
さ
れ
る
。
 

 
 

な
ら
び
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 、
総
会
に
提
出
す
る
。
 

 
 

委
員
会
 

 
 

 
 

こ
と
が
出
来
る
。
 

第
九
条
 

I
.
A
.
H
.
R
 

の
財
源
は
 

 
 

費
 

１
１
そ
の
額
は
理
事
会
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
。
 

⑥
補
助
金
、
寄
附
会
、
そ
の
他
の
収
入
 

か
ら
成
る
。
 

 
 

決
定
は
 、
 

国
際
委
員
会
に
 よ
 る
も
の
と
す
。
 

 
 

ち
、
歩
 く
 

 
 

 
 

と
が
出
来
る
。
 

0
 回
族
宗
教
学
宗
教
史
学
会
に
対
す
る
 

第
九
回
目
 捺
 宗
教
学
宗
教
史
 会
 譲
の
勧
告
文
 

 
 

わ
れ
た
 

 
 

｜
 過
去
 百
 

 
 

に
お
け
る
 

 
 

史
 研
究
へ
 

 
 

わ
れ
た
 ァ
 

 
 

の
事
項
を
 

勧
告
す
る
。
 

 
 

二
回
東
 

 
 

で
、
 開
 

催
さ
る
べ
 き
 で
お
る
。
 

 
 

洋
 諸
国
 

 
 

す
べ
 き
 

 
 

」
と
を
 

 
 

拡
張
で
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

ま
だ
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る
よ
 

 
 

三
十
 

 
 

」
の
よ
 

 
 

こ
れ
 

 
 

 
 

 
 

。
ヒ
ル
 

 
 

午
、
 

 
 

拡
張
 

に
関
す
る
、
第
一
回
報
告
を
お
こ
 
な
う
 。
 

 
 

に
 関
す
 

る
 調
査
研
究
を
、
な
お
一
層
強
調
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

ぴ
 一
般
 

 
 

、
東
 

西
 間
の
相
互
理
解
を
、
促
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

0
 ユ
ネ
ス
コ
に
対
す
る
 

第
九
回
日
供
宗
教
学
宗
教
史
会
議
の
勧
告
文
 

 
 

画
に
 

 
 

第
九
回
 

 
 

二
日
 ｜
 

 
 

東
西
 関
 

 
 

不
 ス
コ
 

 
 

百
年
に
 

お
け
る
文
化
交
流
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

討
議
 

 
 

、
宗
派
 

 
 

る
宗
 

 
 

文
化
 

 
 

た
 。
 五
 

 
 

東
西
に
 

 
 

て
、
い
 

 
 

、
重
要
 

で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
 

 
 

題
す
 

 
 

友
愛
の
 

 
 

解
 と
認
識
 

 
 

こ
の
よ
 

 
 

る
こ
と
を
 

確
信
し
た
。
 

 
 

、
採
 

 
 

 
 

東
西
 基
 

 
 

理
解
す
 

 
 

、
他
 

 
 

を
 十
分
 

 
 

に
 
卜
占
 
不
 

 
 

ハ
り
切
油
識
 

 
 

を
奨
 

励
 す
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

wl ㏄ ) M 



 
 

造
価
 

 
 

因
 と
見
 

な
さ
る
 
べ
 ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

ド
グ
マ
 

 
 

の
文
 

 
 

て
、
 

 
 

る
 べ
 き
 

 
 

こ
の
 

よ
う
な
学
問
的
研
究
の
可
能
な
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
 

 
 

捕
 さ
れ
 

 
 

化
の
 

 
 

力
を
 

推
進
す
る
こ
と
を
、
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
 

 
 

に
あ
た
 

 
 

、
留
 

煮
 す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 
 

 
 

 
 

理
解
 

 
 

諸
機
 

 
 

日
時
・
昭
和
三
四
年
」
 0
 月
一
三
日
（
火
）
午
后
六
時
 

一
 、
報
告
・
説
明
 

Ⅲ
委
員
会
の
名
称
に
つ
い
て
 

 
 

ム
ム
 

 
 

 
 

た
こ
と
の
報
告
一
同
諒
承
。
 

 
 

 
 

ル
ー
プ
日
本
委
員
会
」
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
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示
教
学
 

 
 

ほ
 げ
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

｜
 お
そ
ら
 

 
 

援
助
の
 

可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 
 

敦
史
に
関
 

 
 

奨
励
 

 
 

進
 す
べ
 

 
 

め
の
 援
 

 
 

、
学
術
 

 
 

洋
 の
 学
 

 
 

で
あ
 

る
 。
 

 
 



②
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
会
で
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
 

 
 

に
 

 
 

を
 

 
 

 
 

 
 

戊
 

 
 

フ
ソ
 

チ
 た
る
統
一
学
会
結
成
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
 

二
 、
経
過
報
告
 

仝
ま
で
に
、
事
務
局
で
す
す
め
て
ぎ
た
仕
事
は
 

m
 
A
A
 

グ
ル
ー
ブ
の
会
員
名
簿
を
作
成
 

 
 

小
数
 史
 

 
 

ダ
ソ
 

 
 

ン
ド
 

で
は
、
近
く
学
会
が
結
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

 
 

セ
イ
 

 
 

 
 

て
 加
入
し
た
い
 由
 。
 

 
 

 
 

 
 

三
 、
議
事
 

 
 
 
 

 
 

か
 な
 

 
 

 
 

示
教
学
 

 
 

学
 

日
時
・
昭
和
三
四
年
一
一
月
九
日
（
月
）
午
后
六
時
 

 
 

第
十
回
 

 
 

H
R
 
.
A
 

 
 

員
 会
で
 

協
議
決
定
し
た
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
 

二
 議
事
 ｜
 第
十
回
国
際
会
議
の
件
 

 
 

の
 仕
事
 

を
 引
受
け
 ろ
 件
に
つ
い
て
、
 

 
 

る
 。
 

0
 第
三
回
会
 音
紀
録
 

 
 

 
 

会
の
 ブ
ラ
ソ
チ
を
各
国
毎
に
作
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
 

 
 

0
%
 

 
 

￥
 全
 
く
 

 
 

組
織
 

 
 

会
 

は
 、
直
接
そ
れ
に
関
与
し
な
い
。
 

 
 

る
 限
り
 

0
 世
話
を
す
る
。
 

 
 

関
し
 

て
は
、
本
委
員
会
が
そ
れ
を
処
理
す
る
場
合
も
あ
る
。
 

 
 

宗
教
学
 

 
 

 
 

る
よ
 

ぅ
 、
本
委
員
会
の
助
力
も
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
 



日
時
・
昭
和
三
四
年
一
二
月
 
セ
日
 
（
月
）
午
後
五
時
三
 
0
 分
 

 
 

ほ
向
 関
 

係
の
事
務
分
掌
）
 

0
 第
四
回
会
手
捉
 録
 

 
 

 
 

に
 つ
ぎ
、
お
互
い
に
出
来
る
だ
け
の
事
を
し
た
い
。
 

 
 

決
定
 

 
 

 
 

 
 

を
 

作
成
し
て
、
連
絡
委
員
会
に
提
出
し
た
い
。
 

の
 二
つ
の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
 
旨
 決
定
さ
れ
た
。
 

㈲
原
案
作
成
の
た
め
の
仕
事
の
す
 ュ
め
 方
に
つ
い
て
 

 
 

き
 た
 

 
 

を
 

 
 

を
 

す
る
か
の
二
点
に
っ
き
論
議
さ
れ
た
。
 

そ
の
結
果
 

 
 

、
委
 

 
 

画
 

等
の
実
情
を
知
ら
せ
て
も
ら
 
ぅ
 。
 

 
 

ム
 %
 

で
 更
に
協
議
す
る
。
 

・
と
決
定
さ
れ
た
。
 

三
報
告
 

Ⅲ
外
国
関
係
の
手
紙
の
報
告
（
平
井
主
任
）
 

 
 

よ
り
 

の
 書
簡
 

ぢ
 
。
て
の
 
他
 

 
 

ム
グ
 
げ
す
）
 

三
 
議
題
 

 
 

円
本
 宗
 

教
学
会
評
議
員
の
線
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
を
決
定
。
 

 
 

 
 

次
の
三
段
階
に
分
類
 

㈲
。
 へ
｜
 パ
ー
を
読
む
参
加
者
 

㈲
 
ぺ
 l
 ハ
ー
を
読
ま
な
い
参
加
者
 

㈹
単
な
る
傍
聴
者
 

 
 

希
 

 
 

手
 

 
 

事
 

 
 

内
で
 

 
 

に
捉
 

出
す
る
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
た
。
 

 
 

ヒ
オ
 

小
小
 

 
 

り
 

委
員
会
を
作
る
こ
と
を
決
定
。
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り
警
職
 

 
 

本
員
外
 

 
 十

三
氏
よ
り
」
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

 
 

ヘ
ッ
タ
 

 
 

司
教
 

後
記
 

長
の
二
氏
に
一
任
さ
れ
た
。
 

 
 

グ
ル
ー
 

フ
日
本
委
員
会
委
員
長
 死
 に
ぎ
た
書
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Historical Analysis of Usages of To 

- with reference to Miyaza 

The purpose of this article is to discuss the ~roblem of miyaza by 
analysing the historical processes of the usages of to. miyaza is the common 

name which represents the function of shinto-shrine festival and the 

religious and economic agent-group of its festival. 

to ($a) and to (3) were two different words and the former means 

"head" who takes charge of the functions of rniyaza and the latter "person 

on duty" who takes responsibility of it. And these words are now 

confused each other, but I consider that originally these were used in 

different meanings. But we have few data which explain the historical 

changes of them. 

In this article I want to try to clarify the former meaning to(@)through 

filling this blank, especially throwing light on the economic and technical 

phases of the temples in the Middle Age. 

Through this historical analysis it becomes clear that after very complex 

processes the usage two to coined and had the character as mentioned 

above. 

On to which means "being on duty" (3) I will try to discuss some 

day. 

The Thought of Tathiigatagarbha and the 

Philosophy of Schelling 

Koshiro TAMAKI 

The Thought of Tathiigatagarbha was one which developed and pro- 



, gressed in India from the 3c'to the 5, and Schelling lived in the time of 

German Romanticism from the end of 18cf to the 19c'. These two thou- 

ghts are not only far apart in time, but also belong to the different back- 

grounds of human culture, and of course, never communicate with each 

other. From the standpoint of the type of philosophy, there is a fundamental 

difference between them. It seems to lie in the point of what the one 

belongs to the type of Mahiiyiinism and the other is supported radically by 

the doctrine of Christianity. Moreover, Schelling makes a study of nature 

which originates in God and becomes one body with it, but in the thou- 

ght of Tathiigatagarbha there is no such a work. The philosophy of 

Schelling ends in the facts of Christianity in the Philosophie der Offen- 

barung, and the thought of Tathiigatagarbha is penetrated by the way of 

thinking in Mahgyiinism. Nevertheless both Schelling and Tathggatagar- 

bha intend to pursuit their each problem from the empirical consciousness. 

It will be the natural attitude of philosophy to research the problem not 

by the accepted doctrine, but from the human consciousness. From this 

point there seems to be several similalities between SchelIing and Tathsg- 

atagarbha, and both of them ask the ultimate reality by the same consci- 

ousness of problem. 

Religious Thought of Ralph Waldo Emerson 

Gen MIYATA 

Emerson stressed religious sentiment which is awakened when the indi- 

vidual perceives the Law, the divine object. For Emerson, the Law con- 

tains two aspects of meaning, the scientific truth and the ethical one. 

From this law the system of compensation, which is focalized at present, 

can be derived. Emerson solved his problems through this system of 

compensation as an ultimate means in religious thought. As for the out- 

look on man, Emerson considered that the individual man has equally 

the soul which is divine and perfect. This religious thought of Emerson . 

can be noticed for its heterogeneity on the streams of the Christian 



traditional thought in New England. 

Keiichi YANAGAWA 

The Sociology of Religion and A 

Functional Theory (1) 




